
10．資本金及び資本剰余金の明細
（単位：円）

区 分 期 首 残 高 当 期 増 加 額 当 期 減 少 額 期 末 残 高 摘 要

資 本 金
政 府 出 資 金 104¶713¶813¶740 0 0 104¶713¶813¶740

計 104¶713¶813¶740 0 0 104¶713¶813¶740

施 設 費 補 助 金 9¶023¶088¶097 0 0 9¶023¶088¶097

目 的 積 立 金 469¶592¶463 0 0 469¶592¶463

運 営 費 交 付 金 12¶161¶637¶211 718¶422¶500 0 12¶880¶059¶711 収蔵品購入

寄 附 金 等 94¶757¶850 1¶600¶000 0 96¶357¶850 寄附金による収蔵品購入

贈 与 85¶649¶077¶662 514¶233¶325 0 86¶163¶310¶987 寄贈品の受け入れ

資本剰余金 収 蔵 品 編 入 2¶042¶376 489 0 2¶042¶865 一般物品から収蔵品への編入

損益外固定資産除売却差額 －1¶051¶215¶071 －129¶181¶488 0 －1¶180¶396¶559 出資財産の除却

計 106¶348¶980¶588 1¶105¶074¶826 0 107¶454¶055¶414

損 益 外 減 価 償 却 累 計 額 －19¶030¶536¶496 －2¶843¶470¶921 －74¶355¶635 －21¶799¶651¶782 出資財産の減価償却相当

損 益 外 減 損 損 失 累 計 額 －2¶343¶600 －1¶033¶200 0 －3¶376¶800 出資財産の減損処理

差 引 計 87¶316¶100¶492 －1¶739¶429¶295 －74¶355¶635 85¶651¶026¶832

11．積立金の明細
（単位：円）

区 分 期 首 残 高 当 期 増 加 額 当 期 減 少 額 期 末 残 高 摘 要

通則法44条１項積立金 1¶152¶545¶478 151¶754¶335 1¶304¶299¶813 0

前中期目標期間繰越積立金 9¶025¶086 653¶432¶274 15¶340¶461 647¶116¶899

合 計 1¶161¶570¶564 805¶186¶609 1¶319¶640¶274 647¶116¶899
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１ 前中期目標期間最終年度の積立金の期末残高は1¶152¶545¶478円であり、これに前中期目標期間最終年度の未処分利益142¶729¶249円と前期からの前中期目標期間繰越積立金の使用残高9¶025¶086円を
加えると積立金は1¶304¶299¶813円となります。
２ この積立金1¶304¶299¶813円のうち、今中期目標期間の業務の財源及び固定資産の見合い等として繰越の承認を受けた額は653¶432¶274円（前期からの前中期目標期間繰越積立金9¶025¶086円、受託収
入等で購入した固定資産の残存価格29¶982¶705円、リース損益924¶483円、自己収入により購入した固定資産（収蔵品）の価格613¶500¶000円）であり、差引650¶867¶539円は国庫に納付しております。
３ 前中期目標期間繰越積立金の当期減少額の内訳は次のとおりです。
受託研究費購入資産分に係る減価償却相当分取崩額6¶315¶375円

８．法令に基づく引当金等の明細
当該年度は法令に基づく引当金等を計上していないため、記載を省略しております。

９．保証債務の明細
当該年度は保証債務に関して該当がないため、記載を省略しております。
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